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２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成30年12月７日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課契約掛 奥田 昌也 電話075751
3025

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年10月22日から平成30年
12月７日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年10月30日13時30分
 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Hospital Beds for Patients 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ This system is constituted of Electric

Hospital Beds for general adult patients,

and Electric Hospital ICU Beds for high

level intensive care units.

Ｂ Electric Hospital Bed for general adult

patients is comprised of a bedframe, a

bedside rail, a overbed table, a nurse call

broadcast unit etc. It is able to adjust the

back position, the knee position and

height of the bed as needed.

Ｃ Electric Hospital ICU Bed for high lev‑

el intensive care units is comprised of a

bedframe, a digital scale, a bedside table,

a overbed table, a IV pole, a oxygen cy‑

linder holder etc. It is able to adjust the

sitting position, the back position, the

knee position and height of the bed as ne‑

eded.

Ｄ Bedside rails as well as bedframe are

to be made of an easy‑to‑sanitize ma‑

terial.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 7 December, 2018

 Contact point for the notice : Masaya

Okuda, Contract Section, Accounting and

Procurement Division, Kyoto University

Hospital, 54 Kawahara‑cho Shogoin Sakyo‑

ku Kyoto‑shi 6068507 Japan, TEL 075
7513025

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 30 年 10 月 22 日

国立大学法人京都大学長 山極 壽一
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 26
〇第 13 号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量
生体情報モニタリングシステム 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成31年度11月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 重症患者及び一般患者の生体情報を総合
的に管理・蓄積できること。重症患者管理
情報は、検索、統計など２次利用が可能な
こと。
Ｂ 本システムはセントラルモニタ､ベッド
サイドモニタ及び送信機により構成される
こと。ベッドサイドモニタ、送信機とセン
トラルモニタを組み合わせて、多数の患者
の生体情報を同時にモニタリングすること
が可能なこと。
Ｃ スタッフの混乱をなくすため、操作が容
易で、各フロア間のシステムが統一されて
いること。
Ｄ セントラルモニタの表示項目は、心電
図／呼吸曲線／脈波／観血血圧波形／呼気
ＣＯ２分圧曲線であり、心拍数／ＶＰＣ数／
ＳＴレベル／呼吸数／非観血的血圧値（最
高・最低・平均）／観血的血圧値（最高・
最低・平均）／経皮的動脈血酸素飽和度／
脈拍数／体温／吸入酸素濃度／心拍出量／

呼気終末期二酸化炭素分圧の測定項目の数
値表示が行える機能を有すること。既存の
総合医療情報システム（ＩＢＭ社）と接続
可能なこと。
Ｅ 患者の急変時にそのアラーム情報を医療
スタッフに迅速に伝えるとともに、過去の
アラームステータスを一覧で情報管理する
ための画面を有すること。
Ｆ 患者の診断・治療の補助になるために、
多様な生体情報・波形データ・アラーム情
報を保存し活用することができること。
Ｇ 重篤なアラームの見逃しを防ぐために、
アラームの解除は患者毎に解除できるこ
と。
Ｈ 特定のアラームが一定時間鳴り続けた際
に、より警戒度の高いアラームに自動で切
り替わる機能を有すること。
Ｉ ベッドサイドモニタは、心電図、呼吸数、
酸素飽和度、観血血圧、非観血血圧、体温、
呼気終末二酸化炭素分圧等が測定でき、波
形表示及び数値表示ができること。
Ｊ べッドサイドモニタの通信方式は、設置
条件に応じて有線・無線のいずれも選択す
る機能を有すること。
Ｋ ベッドサイドモニタと送信機の送信チャ
ンネルは自在に変更可能であること。
Ｌ 操作メニューの表示は日本語であり、か
つ患者名の漢字表示ができること。
Ｍ 退床後の直近の患者データを閲覧、かつ
再入床ができること。
Ｎ 測定している波形を同時記録することが
可能なプリンタを有すること。
Ｏ 既存の大容量・高速医療情報ネットワー
クシステムと接続可能なこと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成30年12月７日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課契約掛 奥田 昌也 電話075751
3025

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年10月22日から平成30年
12月７日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年10月30日14時10分
 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Patient Monitoring System 1

Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ This system can be managed and

stored vital signs data of critically ill and

general patients exhaustively. The vital

signs management data of critically ill

patient can do a secondary use, search

and statistics processing.

Ｂ This system is constituted of central

monitor, bedside monitor, and transmit‑

ter. It must be possible to simultaneously

monitor the vital signs of a large number

of patients through connecting the bed‑

side monitors, transmitters, and central

monitor.

Ｃ To reduce mistakes of staff members,

it should be easy for staffs to use this sys‑

tem, and the system must be the same op‑

erating procedure throughout the floors.

Ｄ The Central monitoring unit also has

an ability to display ECG, respiratory

curve, pulse wave, blood pressure wave,

expiratory CO2 curve. The unit has an

ability to analyze heart rate, the number

of ventricular premature contractions

(VPC), change of ST level. The data has

to be connectible to the existing hospital

information system (IBM).

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